
【学歴・職歴】
1973年  南山大学外国語学部英米科卒業
1985年  COLUMBIA UNIVERSITY    TEACHERS COLLEGE 

  Family and Community Education    MASTER OF ARTS

1986年  東京学芸大学海外子女教育センター研究生
1987年  国際基督教大学教育研究所研究員
1989年  駿河台大学法学部兼任講師
1990年  杏林大学社会科学部兼任講師
1994年  駿河台大学文化情報学部専任講師
2009年  駿河台大学メディア情報学部教授
2021年  駿河台大学名誉教授

【論文】
1987  「母親の異文化体験―母親の現地社会参加に対する積極度と帰国後の母親の再適応と子供の適

応の関連についての研究―」『東京学芸大学海外子女教育センター研究紀要』第 4集　33－59

1987  「母親の異文化体験とその影響」『世界の児童と母性―海外福祉情報』第23号　財団法人資生
堂社会福祉事業団　32-36

1988  「海外滞在家庭における国際理解教育―家庭における国際理解教育とは何をどの様に教えるべ
きか―」『国際理解』第 20号　43－59（帝塚山学院大学国際理解研究所『国際理解教育論選集』
創友社 27-50：第 13回　国際理解教育奨励賞、最優秀賞及び帝塚山学院賞受賞）

1989  「帰国子女の適応過程―帰国年齢・経過期間との関連についての母親の調査報告―」『東京学芸
大学海外子女教育センター研究紀要』第 5集　93－110

1990  「新しい環境への適応―適応の概念と転校生の学校環境に関する調査報告（1）―」『国際基督教
大学学報 I-A　教育研究』32　111－133

1990  「転校生の適応―家族ダイナミックスの観点から―」『家庭教育研究所紀要』No.12　財団法人
小平記念会　家庭教育研究所　75－85

1991  「異文化で育つ子ども」文化と人間の会（高橋順一・中山治・御堂岡潔・渡辺文夫編集）『異文
化へのストラテジー―国際化の時代と相互発展』　川島書店　51－61

1992  「大人にとっての異文化適応」星野命編『異文化間関係学の現在』　金子書房　259－261

1994  「帰国子女の文化摩擦・異文化体験」『日本語学』13巻 3号　明治書院　29－37

1995  「異文化理解教育としての短期留学―異文化理解のプロセスと教育効果―」『文化情報学』第1

巻　駿河台大学文化情報学部　81－95

1995  「映画と 8ミリを利用した英語の授業」『日本教材学会年報』Vol.6　44－49

1996  山岸みどりと共著「異文化理解教育研究」『異文化間教育の体系化に関する基礎的研究―平成
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八年度中間報告書』（研究代表者　江淵一公）平成 8年度科学研究費補助金　基盤研究A　課
題番号 08301026　九州大学教育学部附属比較教育文化研究施設　78－98

1997  「心情理解をうながす異文化理解教育の実践―映画を利用した授業―」『文化情報学』第4巻第
1号　駿河台大学文化情報学部　75－87

1997  「『映画の吹き替え授業』と『映画で教える異文化理解』」『映画英語教育研究』第 3号　映画英
語教育学会　81－86

1997  山岸みどりと共著「異文化理解教育研究」『異文化間教育の体系化に関する基礎的研究―平成
九年度中間報告書』（研究代表者　吉谷武志）九州大学教育学部附属比較教育文化研究施設　
115－170

1998  山岸みどりと共著「異文化理解教育研究班分担課題」『異文化間教育の体系化に関する基礎的
研究―最終報告書』（研究代表者　吉谷武志）科学研究費補助金基盤研究A　研究成果報告書　
九州大学大学院人間環境学研究科　157－178、「異文化間教育研究班文献目録」『異文化間教育
の体系化に関する基礎的研究　最終報告（資料編）』51－94

1998  「異文化体験のインパクト―第2次大戦前後における日系二世の異文化体験とその語られ方―」
『文化情報学』第 5巻第 1号　駿河台大学文化情報学部　15－50

1999  「小学校への英語教育導入の問題と課題―国際理解教育実践のために―」『文化情報学』第6巻
第 1号　駿河台大学文化情報学部　33－47

2000  「在外子弟家庭における教育方針の決定要因―日系アメリカ人家庭を中心に―」『在外子弟教育
の規定要因と異文化間教育に関する研究―近代日本とハワイ、アメリカ、ブラジル、満州、東
南アジア、台湾との関係を基軸として―』（研究代表者　小島勝）　科学研究費補助金成果報告
書　75－104

2002  「Language Awareness（言語意識教育）による国際理解の育成―小学校における英語活動実践の
提言―」『国際理解教育』日本国際理解教育学会　VOL.8　6－23

2002  「コミュニティ放送への市民参加―コミュニティ放送局の現状とエフエム入間の事例から―」
『文化情報学』第 9巻第 2号　駿河台大学文化情報学部　47－63

2003  「日系アメリカ人の家庭教育」小島勝編著『在外子弟教育の研究』玉川大学出版部　64－95

2003  「『映画の吹き替え授業』から見えた発話課題―音声メディアを活用した発話授業を成功させる
ために―」映画英語教育学会『映画英語教育研究』第 8号　3－16

2003  「映像化時代に求められる教育の役割―多様性を目指すメディア教育実践の試み―」『文化情報
学』第 10巻第 2号　駿河台大学文化情報学部　33－42

2004  「大学生のメディア利用状況と情報行動―2003年度入学生を対象に行った時系列調査から―」
『文化情報学』第 11巻第 1号　駿河台大学文化情報学部　15－28

2004  「駿河台大学英語教育の改善に向けたプログラムの研究開発」（清海節子・塚本美恵子・本多啓・
澤崎レンネ・アリス）『駿河台大学論叢』第 28号　149－178

2006  ｢『利用メディアの調査』から見た異文化間教育の現在」『異文化間教育　23』　異文化間教育
学会　アカデミア出版会　69－83

2007  『高等教育における実践的メディア・リテラシー教育の試み―地域との連携を目指して―』　平
成 16年～平成 18年度　科学研究費補助金（基盤研究（C）　研究成果報告書　平成 19年 3月　
研究代表者　塚本美恵子）
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2007  「日本の異文化間教育の現状と情報メディア」平成 16年～平成 18年度　科学研究費補助金（基
盤研究B　研究成果報告書　平成19年 3月　研究代表者 小島勝）『異文化間教育に関する横断
的研究―共通のパラダイムを求めて―』　55－79

2008  「デジタル映像・音響情報の活用と発信―情報配信と学生のスキル向上のための実践教育の試
み（第一次経過報告）―」『文化情報学』第 15巻第１号　駿河台大学文化情報学部　23－30

2008  「異文化間教育と情報メディア」小島勝編著『異文化間教育学の研究』ナカニシヤ出版　57－74

2009  「デジタル映像・音響情報の活用と発信―情報配信と学生のスキル向上のための実践教育（最
終報告）―」塚本美恵子・大久保博樹・國分俊宏・杜正文・寺嶋秀美・野村正弘　『文化情報学』
第 16巻第 1号　駿河台大学文化情報学部　15－31

2010  「映像教材（アニメーション）を子どもたちはどう見ているのか―フォーマティブ・リサーチ
による日米小学生の比較―」塚本美恵子・五嶋正治・岡田真弓・田中真奈美　『文化情報学』
第 17巻第 1号　駿河台大学文化情報学部　1－12

2010  「アメリカの小学生は日本語版アニメをどう視聴したのか―注視度と質問紙調査の回答から―」 
『文化情報学』第 17巻第 2号　駿河台大学文化情報学部　1－12

2013  松野良一・塚本美恵子・間島貞行・五嶋正治・村田雅之『映像制作で人間力を育てる―メディ
ア・リテラシーをこえて―』田研出版　ISBN978－4－86089－039－1

2013  『子どもたちは何を見ているのか―教育現場における映像教材の活用―』デジタルパブリッシ
ングサービス　ISBN978－4－86143－090－9

2013  「異文化間教育と映像メディア」に寄せて：異文化間教育と映像メディア　異文化間教育  

No38 1－15

2014  「映像視聴に見られる文化の影響―ブラジル人学校での視聴調査と学習環境調査結果から―」
『メディアと情報資源』第 21巻第 2号　駿河台大学メディア情報学部　1－14

2015  「映像記憶に見られる文化の影響―発達段階による変化の検証―」『メディアと情報資源』第
22巻第 1号　駿河台大学メディア情報学部　9－17

2016  「子どもの描く『雪だるま』から見る文化の影響―在日ブラジル人学校とブラジル日系学校での
視聴調査から―」『メディアと情報資源』第22巻第2号　駿河台大学メディア情報学部　11－22

2016  「在日ペルークラスとペルーでの視聴調査から―描画にみられる文化の影響―」『メディアと情
報資源』第 23巻第 1号　駿河台大学メディア情報学部　23－31

2017  「子どもの描画に見られる文化の影響―「南米につながる子どもたち」とブラジルとペルーの
子どもたちの比較から―」『メディアと情報資源』第23巻第 2号　駿河台大学メディア情報学
部　21－27

2017  「雪だるまの映像記憶に見られる文化の影響―アメリカの高校での視聴調査から見えたもの―」
『メディアと情報資源』第 24巻第 1号　駿河台大学メディア情報学部　1－5

2018  「飯能市・入間市・駿河台大学共催シンポジウム「公共施設マネジメントは、新たなまちづく
りのチャンス」開催報告」『メディアと情報資源』第24巻第 2号　駿河台大学メディア情報学
部　36－74

2018  「「地域とつながる」教育実践―情報発信と地域貢献―」『メディアと情報資源』第25巻第 1号　
駿河台大学メディア情報学部　1－38

2019  「2018年度授業実践報告―「メディア情報とキャリア」と「論文執筆法」―」塚本美恵子・村

15

塚本美恵子教授　経歴および研究業績



越一哲・斎賀和彦・瀬戸純一・枇杷木陽一　『メディアと情報資源』第26巻第 1号　駿河台大
学メディア情報学部　1－19

2021  「日本とアメリカで闘った I家の息子たち」『メディアと情報資源』第27巻第 2号　駿河台大学
メディア情報学部　1－17

【学会口頭発表・講演】
1987  「母親の異文化体験とその影響」異文化間教育学会第 8回大会にて口頭発表
1987  「母親の異文化体験と教育」日本比較教育学会にて口頭発表　（日本比較教育学会第23回大会

発表要旨集録　28－29）
1987  「異文化体験の教えるもの―母親たちの体験―」「シンポジウム：もうひとつの “国際化” ―オー

プンソサエティーをめざして―」人類働態学会第 22回大会にて口頭発表
1988  「帰国子女の適応過程―帰国年齢・経過期間との関連についての調査報告―」日本比較教育学

会にて口頭発表　（日本比較教育学会第 24回大会発表要旨集録　81－82）
1989  「新しい環境ヘの適応―転校生の学校適応を考える―」人類働態学会にて口頭発表　（人類働態

学会第 24回大会プログラム・予稿集）
1989  「米国ゴルフ大学日本人研修生の異文化体験による『対人関係価値』の変化」異文化間教育学

会　第 10回大会にて口頭発表
1990  「米国ゴルフ大学日本人研修生の異文化体験による変化（2）―対人関係価値尺度を使って―」異

文化間教育学会　第 11回大会にて口頭発表
1990  “MOTHER AND CHILD ADJUSTMENT” 22nd INTERNATIONAL CONGRESS OF 

APPLIED　PSYCHOLOGYにて口頭発表
1994  「教育プログラムとしての海外短期留学―その意義と評価をめぐって―」日本比較教育学会に

て口頭発表　（日本比較教育学会第 30回大会発表要旨集録　162－183）
1994  「短期留学生の対人価値を中心とする変化と適応感」異文化間教育学会にて口頭発表　（異文化

間教育学会第 15回大会発表抄録　48－49）
1994  「映画と 8ミリを利用した英語の授業」日本教材学会第 6回大会にて口頭発表
1995  「異文化をどのように理解していくのか―短期留学生の場合―」「文化と人間の会」にて口頭発表
1995  「異文化理解の理論とプロセス」神田外語大学　異文化コミュニケーション研究所　第 5回幕

張夏期セミナーにて口頭発表
1995  「『私の授業』映画の吹き替え授業」大学英語教育学会（JACET）　第 34回全国大会発表にて口

頭発表
1996  「映画で教える異文化理解」異文化間教育学会にて口頭発表　（異文化間教育学会第17回大会

発表抄録　104－105）
1997  「映画の吹替え授業と映画による異文化理解教育」映画英語教育学会第3回大会にて口頭発表
1999  「特定課題研究　小学校の英語教育―異文化間教育からの提言：実験校の成果と問題点―」　異

文化間教育学会にて口頭発表　（異文化間教育学会第 20回大会発表抄録　6－7）
2001  「小学校からの英語教育の可能性を考える―英語教育の位置付けと枠組み、その到達点を明ら

かにする―」大学英語教育学会（JACET）　月例研究会にて口頭発表
2001  研究授業「異文化理解」への授業講評と講演、「異文化間教育から見た小学校の英語教育への
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提言」東京都港区港陽小学校研究評議会にて講演
2003  「多様な視点に気づかせる異文化理解教育―メディア・リテラシーの手法を取り入れた試作映

像教材を使って―」日本比較教育学会にて口頭発表　（日本比較教育学会第 39回大会発表要旨
集録　134－135）

2005  「地域の情報発信」2005年度 駿河台大学公開講座　彩・ふるさと喜楽学　前期 I期～ふるさと
のまちづくり～」で講演

2005  「大学から見た飯能への思い―情報発信、飯能の良さを伝える―」飯能ロータリークラブ　第
2145例会にて講演

2005  「総務省教材開発委託研究・高学年向けビデオ『親子で語ろう！テレビの見方』について」　第
38回国語メディア研究会にて講演

2006  「メディアの海の泳ぎ方　テレビ・ネット・新聞とどうつきあっていきますか？」品川区男女
共同参画センター「公開講座」にて講演

2006  「平成 16年度　総務省メディア・リテラシー教材『親子で語ろう！テレビの見方』について」 
石川県教育工学研究大会　金沢大学にて講演

2006  「映像がつなぐ地域社会」練馬区NPO活動支援センター事業開始記念シンポジウム　武蔵大
学にて講演

2007  「大学におけるメディア・リテラシー教育の実践事例―地域との連携を目指した映像制作実践
によるML教育の試み―」情報コミュニケーション学会にて口頭発表　（情報コミュニケーショ
ン学会第４回全国大会発表論文集　93－94）

2007  「CATV番組制作を通したメディア・リテラシー教育実践の試み」日本教育工学会にて口頭発
表　（日本教育工学会第 23回全国大会講演論文集　881－882）

2007  「高等教育における実践的メディア・リテラシー教育の試み―地域との連携を目指して―」異
文化間教育学会にて口頭発表

2008  「大学のゼミで制作し、学校教材としても活用されているCATV番組『見～つけた』」　MELL 

EXPO2008―メル・エキスポ 2008―に出展　主催：メル・プラッツ　東京大学大学院　情報
学環　

2008  「異文化間教育を目指した映像（メディア）教材の活用と教育実践の共有」異文化間教育学会
にて口頭発表　（異文化間教育学会第 29回大会発表抄録　144－145）

2008  「子どもから学んだ異文化理解」2008年度駿河台大学公開講座　彩・ふるさと喜楽学　後期 I

～世界とふるさと～
2008  「異文化理解の道具としての映像制作」“the one minutes Jr” in Japanにてミニ講演
2008  「制作実践を通して広がる学び―CATV番組制作から iPod発信まで―」日本教育メディア学会

にて口頭発表　（第 15回日本教育メディア学会年次大会発表論文集　20－21)

2009  「異文化間教育を目指した映像（メディア）教材の活用と教育実践の共有（その 2）」異文化間
教育学会にて口頭発表　（異文化間教育学会第 30回大会発表抄録　102－103）

2009  TBSレビューにゲストコメンテイターとして出演
2009  「メディアの正しい読み取り方―ちょっとはテレビを疑おう―」入間市消費生活講演会
2009  映像デジタルコンテンツの制作と配信で獲得する「多様な視点」と「達成感」　全国大学 IT活

用教育方法研究発表会にて口頭発表　（平成21年度全国大学 IT活用教育方法研究会発表会予
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稿集　42－43）
2009  「博物館ビデオ教材の開発と公開」（共同発表）日本教育メディア学会にて口頭発表　（第 16回

日本教育メディア学会年次大会発表論文集　107－108）
2010  「異文化間教育を目指した映像（メディア）教材の活用と教育実践の共有（その 2）」異文化間

教育学会にて口頭発表（異文化間教育学会第 30回大会発表抄録　138－139）
2010  「アメリカの小学生は日本語版アニメをどのように視聴したか―フォーマティブ・リサーチに

よる分析を中心に―」日本教育工学会にて口頭発表　（日本教育工学会第 26回全国大会講演論
文集　179－180）

2010  「日本語版アニメをアメリカの小学生はどう見たのか―質問紙調査の分析から―」日本教育工
学会研究報告会にて口頭発表　（日本教育工学会研究報告集　133－136）

2010  「異文化コミュニケーションとメディア」　日本時事英語学会第 52回年次大会シンポジウム「英
語メディアと文化の多様性」にて講演

2011  「日本語版アニメをアメリカの小学生はどう見たのか―注視度と質問紙によるアメリカ3小学
校での調査から―」異文化間教育学会にて口頭発表（異文化間教育学会第 32回大会発表抄録　
56－57）

2011  「アメリカの子どもたちは日本のアニメをどう記憶したか―子どもたちの描いた「雪だるま」
からの一考察―」日本教育工学会にて口頭発表（日本教育工学会第 27回全国大会講演論文集　
811－812）

2012  「メディア・リテラシー」埼玉県理容生活衛生同業組合西部協議会講習会にて講演
2012  「アメリカの児童は “雪だるま” をどう描いたか」異文化間教育学会にて口頭発表　（異文化間

教育学会第 33回大会発表抄録　90－91）
2012  「異文化間教育と映像メディア」異文化間教育学会にて共同発表（異文化間教育学会第 33回大

会発表抄録　134－135）
2012  「子どもの映像視聴に見られる文化の影響」日本教育メディア学会にて口頭発表　（第19回日

本教育メディア学会発表論文集　13－14）
2012  「子どもの映像視聴に見られる文化の影響―発達段階による違い―」日本教育工学会研究会に

て口頭発表　（日本教育工学会研究報告（JSET 12－4）　147－150）
2013  「子どもたちは何を見ているのか」　日本教育メディア学会研究会にて口頭発表　（日本教育メ

ディア学会研究会論集　31－34）
2014  「ブラジル人学校の子どもたちは映像をどう読み取っているのか―「最も印象に残ったシーン」

の分析から―」　異文化間教育学会にて口頭発表（異文化間教育学会第 35回大会発表抄録　
164－165）

2015  「「見る」ということ」　飯能市倫理法人会モーニングセミナーで講演
2015  「子どもの映像視聴に見られる文化の影響―発達段階の検証―」　日本教育工学会研究会にて口

頭発表　（日本教育工学会研究会報告書（JSET 15-2　33-36））
2015  「映像視聴に見られる文化の影響―南米につながる子どもたちと、本国のこどもたちへの視聴

調査から―」　日本比較教育学会にて口頭発表　（日本比較教育学会第51回大会発表要旨集録　
71）

2015  「ブラジルの子どもたちは雪だるまをどう描いたか―ブラジルの日系小学校での視聴調査から―」　
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異文化間教育学会にて口頭発表　（異文化間教育学会第 36回大会発表抄録　142－143)

2016  「映像記憶に見られる文化の影響―アメリカの高校生の視聴調査から見えたもの―」　異文化間
教育学会にて口頭発表　（異文化間教育学会第 37回大会発表抄録　56－57）

2016  「子どもの映像記憶―日本とペルーでの視聴調査の結果から―」日本教育メディア学会研究会
にて口頭発表　（日本教育メディア学会研究会論集第 41号　15－18）

2017  映像記憶から見える異文化　彩・ふるさと喜楽学（公開講座）で講演

【その他・雑誌掲載など】
1988.6.10  朝日新聞「ひと」欄で「国際理解教育奨励賞・最優秀賞を受賞」の件で紹介される
1988.11  「国際理解教育は家庭から」『致知』1988年 11月号　竹井出版　92－92

1990.1  「海外から帰国した子ども達の適応について 1」『海外子女教育』1990年 1月　海外子女教育振
興財団　116－118

1990.2  「海外から帰国した子ども達の適応について 2」『海外子女教育』1990年 2月　海外子女教育振
興財団　16－18

1990.3  「国際化時代に生きる―心の国際化を―」『国際交流のすすめ　家庭や地域での国際交流』埼玉
県教育委員会

1991.5  「地域の国際交流のために―セレモニーからの脱出を―」『埼玉自治』1991年 5月号　埼玉自
治研究会　18－21

1993.4  「転校生の適応―家族ダイナミックスの観点から―」『青少年問題』第 40巻 4号　財団法人青
少年問題研究会　29－35

1995.4  「転校生の交友関係と心理―調査結果から―」『児童心理』1995年４月号　金子書房　69－73

1996.10  「研究成果の蓄積」東京学芸大学海外子女教育センター『海外子女教育研究』Vol.18. No.9. 通
巻 187

1996.10  「異質なものへの排他性を授業でどう克服するか」『教職研修　心の時代の教育No.4　国際化
時代に求められる資質・能力と指導』教育開発研究所　82－83

1998.2  「国際・異文化理解を育てる戦略―多様な文化の理解―」加藤幸次・河合剛英編『多様化へ対
応する授業―実践の工夫と技術』教育開発研究所　113－115

1998.2  「国際・異文化理解を育てる戦略―外国語教育の充実―」加藤幸次・河合剛英編『多様化へ対
応する授業―実践の工夫と技術―』教育開発研究所　120－122

1998.5  「文献目録」異文化間教育学会編『異文化間教育』12号　異文化間教育学会　アカデミア出版
会 193－252

2000.4  「基本理念編　Q1　なぜ数ある外国語のなかから英語を選択して学ぶ必要があるのでしょう
か。」『小学校英語教育A to Z vol.4課題解決ガイド』開隆堂　46－47

2001.6  「小学校からの英語教育の可能性を考える」『JACET News No.128』大学英語教育学会　June 

2001　1791－1793

2001.10  「メディア情報を読み解く―メディア・リテラシーを考える―」『教育出版高等学校英語科ニュー
ズレター』第 2号　教育出版　1－2

2002.7  「小学校の英語教育に国際理解教育の視点をどう入れていくか」『国際をテーマにした学習活動
50のポイント』No.2　教育開発研究所　42－45
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2005.3  「平成 16年度　総務省メディア・リテラシー教材　親子で語ろう！テレビの見方―保護者向け
ガイドブック―」総務省

2005.9  「特集　小学校の “英語活動” にどう取り組むか―教材の工夫・開発をどう進めるか―」『教職
研修』2005年 9月号　教育開発研究所　56－59

2006.3  「就職活動はタフな精神力で」飯能市男女共同参画情報紙『アンサンブル』2005年版　第10号　
飯能市市民生活部市民参加推進課

2006.3  「2）市民講座における活用事例」『メディア・リテラシー教材の普及・啓発に係わる調査研究』
（財）未来工学研究所　63－70　（2006年 3月に実施した品川区男女共同参画センター「公開講
座」の実施記録）

2006.3  「第四章　教材説明会の成果及び説明会参加者の今後の期待　③内容説明タイプ３」『メディア・
リテラシー教材の普及・啓発に係わる調査研究』（財）未来工学研究所　87－95　（2006年3月に
実施した金沢大学における石川県教育工学研究大会の講演記録）

2007.3  「『自立』再考」飯能市男女共同参画情報紙『アンサンブル』2006年度版第 11号　飯能市市民
生活部市民参加推進課

2007.9  「メディア教育　東奔西走　大学のゼミナールでCATV番組制作–1–」放送批評懇談会『GALAC

ぎゃらく』2007年9月号
2007.10  「メディア教育　東奔西走　大学のゼミナールでCATV番組制作–2–」放送批評懇談会　

『GALACぎゃらく』2007年 10月号
2007.11  「メディア教育　東奔西走　大学のゼミナールでCATV番組制作–3–」放送批評懇談会　

『GALACぎゃらく』2007年 11月号
2008.4  文献・図書紹介「高等教育における実践的メディア・リテラシー教育の試み―地域との連携を

目指して―」『異文化間教育 27』　異文化間教育学会　
2008.7  「メディア・リテラシーと英語教育」『新英語教育』8月号　三友社出版　7－9
2011.3  「人材育成のための授業紹介」異文化理解のための映像制作授業―ケーブルテレビ（CATV）

の番組制作を通して学ぶ―　私立大学情報教育協会「大学教育と情報」Vol.19. No.4. 　14－16

2012.7  「特別座談会　広がれ！大学とケーブル局の協働―ケーブル局は、もっと学生や市民を巻き込
んで！地域活性化に、連携して取り組もう！―『ケーブル新時代』　nep NHKエンタープライ
ズ　11-15

【高校英語教科書】
2003.1  高校英語教科書『ONE WORLD  I』教育出版
2004.1  高校英語教科書『ONE WORLD  II』教育出版
2007.1  高校英語教科書『MAGIC HAT English Course  I』教育出版
2008.1  高校英語教科書『MAGIC HAT English Course  II』教育出版
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